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隠岐島後東部に分布する時張山累層および郡累層の層序と構造
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The　Tokibariyama　and　Kori　Formations　in　the　eastem　part　of　the　Oki＿Dogo　lsland

Hiroki　Yamamoto＊，Hiroaki　Komuro＊＊and　Hisashi　Murakami＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　The　Tokibariyama　Formation　of　Oligocene　is　divided　into　the　Uzuki　Rhyolitic　and　Oku　Andesitic　Mem－

bers　in　ascending　order．These　members　consit　mainly　of　rhyolitic　pyroclastic　rocks　and　andesite　lavas，re－

spectively．Some　thin　beds　of　sandstone　or　conglomerate　are　intercalated．This　fbrmation　generally　strikes

NE～NNE　and　dips　eastward．The　Kori　Fo㎜ation　of　Miocene　unconformably　covering　the　Tokibariyama

Fo㎜ation　consists　of　acidic　tuff，sandstone，conglomerate　and　basalt　lava．

　These　fo㎝ations　are　cut　by　NNE－SSW～NE－SW　and　NW－SE　faults　and　are　bended　due　to　the　NE－

SW　monocline．This　monocline　contimes　to　the　NW－SE　fault　southward．Some　dikes　intmde　concordantly

with　these　faults．

は　じ　め　に

　隠岐島後における新生界最下部の時張山累層（山崎，

1984）は，流紋岩・安山岩などのカルクアルカリ岩の火

山岩・火砕岩類からなり，基盤の隠岐片麻岩類を不整合

に覆って分布している．山崎（1984，1992）は，時張山累

層の分布と岩相の概要を報告し，北川（1995MS）は，大

満寺山から銚子川にかけての地域の時張山累層が一つの

コールドロンをなすことを発見した．このコールドロン

の内側と外側に分布する時張山累層の関係については十

分に解明されていない．本報告では，時張山累層全体の

構造と形成場を明らかにする研究の一環として，コール

ドロンの外側東方である布施～東郷にかけての時張山累

層，およびその上位の郡累層の層序と岩相，構造につい

て記載する．

地　質　概　説

　隠岐変成岩（太田，1963）とそれに貫入する古期花崗岩

（田結庄ほか，1991）を基盤岩類とする第三系は，下位よ
　　　　　　　　こおり　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　ま

り，時張山累層・郡累層・久見累層・都万累層・隠岐
　　　　　　へい　　　　　　　つづらお
粗面流紋岩・平粗面岩・葛尾石英流紋岩・大峰玄武岩に
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区分されている（Tomita，1936；Uchimizu，1966；大久

保，1981；山崎，1984；山崎ほか，1991）．本調査地域

に分布する第三系は，時張山累層・郡累層・大峰玄武岩

である（図1，2，3）．

　本地域における時張山累層は，主として流紋岩質火砕

岩類・安山岩溶岩・同質火砕岩からなる．郡累層は，時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうじ
張山累層を不整合に覆い，山崎（1991）による小路凝灰岩

部層と東郷玄武岩部層が分布する．小路凝灰岩部層から

台島型植物群に対比される植物化石が産することや（山

崎，1992），21．2±LO　Maのフィッショントラック年代

（山崎・雁沢，1989）が得られていることから，下部中新

統に対比されている（山崎ほか，1991）．これらを不整合

に覆う大峰玄武岩からは，鮮新世を示す放射年代値がえ

られている（Kaneoka　et　al．，1977）．

　時張山累層と郡累層は，NE－SW走向またはそれと直

交関係のNW－SE走向の断層によってブロック化され

ている．安山岩やトラカイトの岩脈がこれらの断層と調

和的な走向で多数貫入している．

岩相と層序の記載

時張山累層

　山崎（1992）は，時張山累層を，流紋岩質～デイサイト

質の火砕岩を主とする下部層と安山岩質の溶岩・火砕岩

を主とする上部層に二分した．上部層と下部層の模式地

は，西郷町中村と近石にそれぞれおかれており，本地域

との間には基盤岩が分布していて直接の連続関係が確認
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第1図　調査地域および地質図
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　　　凡例は第1図と同

D’

イ

できない．したがって本報告では，流紋岩類の卓越する
　　　うずき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおく

部層を卯敷流紋岩部層，安山岩類の卓越する部層を大久

安山岩部層と命名し，それぞれについて記載する．岩相

からみて，卯敷流紋岩部層が山崎（1992）の時張山累層下

部層に，大久安山岩部層が同上部層にほぼ相当すると考

えられる．
うずき

卯敷流紋岩部層（新称）　布施村卯敷を模式地とし，布施

～大久にかけて分布する．層厚は350m以上である．

デイサイト質火砕岩と流紋岩質火砕岩を主体とし，流紋

岩溶岩と安山岩溶岩を挟む．本部層は，基盤の片麻岩と

断層関係で接触し，一部はアバットしている．

　デイサイト質火砕岩は，流紋岩・デイサイト・安山岩

の角礫と軽石を含む火山礫凝灰岩である．軽石は，押し

つぶされた形態をなし，青緑色に変質している．マトリ

クスは，石英・斜長石からなり，変質鉱物として方解石

が観察される．このデイサイト質火砕岩には，青緑色に

変質した軽石を含む安山岩質火砕岩が挟まれる．調査地

域北端の布施～卯敷には，溶結凝灰岩がみられる．溶結

部は細粒の凝灰岩で，鏡下では石英・長石類・不透明鉱

物の結晶片がみとめられ，ユータキシチック組織が顕著

である．異質礫として大礫以下の流紋岩・安山岩・基盤

の片麻岩の角～亜角礫が多く含まれ，この中にはまれに

径70～80cm程度の巨礫がみられる．また，よく成層

した凝灰岩の岩片を巨礫として取り込んでいる場合もあ

る．

　流紋岩質火砕岩は，白色～灰色の凝灰角礫岩で，軽石

を多く含み，流紋岩の自破砕溶岩を挟む．軽石は偏平に

つぶされており，大久北方に分布する本層には弱い溶結

構造が認められる．また，著しく変質を受けており，部

分的に方解石やパイライトなどが認められる．安山岩溶

岩は，著しく変質を被っており，暗緑色～灰色を呈する．

流紋岩溶岩は，淡灰色～灰色を呈し流理構造がみられ
る．

　あご
　繰越崎には本部層の最上部が分布する．これは，淘汰

のよい成層した細粒凝灰岩からなり，円磨度のよい径1

cm未満の流紋岩および片麻岩礫が含まれる．

大久安山岩部層（新称）　西郷町大久を模式地とし，卯敷

～大久にかけて分布する．層厚約700mである．下位

の卯敷流紋岩部層とは，岩相が漸移的であることと，構

造が調和的であることから整合関係と判断した．大久西

方では，基盤岩類と断層によって直接接している．

　変質した安山岩溶岩と同質火砕岩を主体としており，

二次堆積した淘汰のよい酸性凝灰岩や泥岩が挟在され

る．

　安山岩溶岩は，暗緑色を呈する塊状の両輝石安山岩と

斑状含角閃石両輝石安山岩からなり，大久川付近では一

部自破砕しているのが観察される．両輝石安山岩には，

鏡下で，斑晶として斜長石・単斜輝石・斜方輝石（仮像）

がみとめられる．斜長石は，長軸0．2mm程度で自形～

半自形を示し，斑晶の大多数を占める．輝石類は，自形

性が強いが斑晶としての割合は少ない．石基は填間状

で，弱い流理を示す．方解石や緑泥石，不透明鉱物など

の変質鉱物が認められる．

　斑状含角閃石両輝石安山岩には，鏡下で斑晶として斜

長石・単斜輝石・斜方輝石（仮像）・角閃石が観察され

る．斜長石が斑晶の大部分を占め，自形～半自形を示し，

累帯構造がみられる．また，寄木状に集合して1mm程

度の巨晶をなす．輝石類は，自形・短柱状で長軸約0．5

mm以下であり，少量である．角閃石は，自形・短柱状，

少量で，オパサイト化しているものが多い．他に不透明

鉱物や緑泥石が認められるが，これらは輝石の仮像をな

しているものが多い．石基は，填間状で斜長石を主体と

し，弱い流理構造が認められる．

　安山岩質火砕岩は，安山岩質の砂質凝灰岩～凝灰角礫

岩で，凝灰角礫岩中には偏平になった軽石が含まれる．

より下部の層準ほど淘汰がよく，層理が発達する場合が

ある．岩片は安山岩からなり，中礫サイズであるが，ま

れに径30～40cmのものを含む．また，層厚5cm程度
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地質時代 層　名 層厚 模式柱状図 岩　　　相
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第3図 模式柱状図

凡例は第5図と同

の泥岩薄層を挟在する．

　酸性凝灰岩は，二次堆積した淘汰のよい火山礫凝灰岩

～砂質凝灰岩で，層理が発達する．火山礫凝灰岩には，

流紋岩や安山岩の角礫が並んで葉理をなす部分がある．

まれに径30～40cmの角礫が含まれる．また，一部で

シルト質凝灰岩の薄層を挟在する．

　流紋岩質火砕岩は，成層した凝灰角礫岩からなり，卯

敷ではこれの下部に礫岩層が挟まれる．礫岩は，淘汰の

悪い中礫～大礫の円礫岩で，礫の割合が高く，成層して

いる．岩片は，おもに安山岩からなり，流紋岩も含まれ

る．

　デイサイト質火砕岩は，安山岩や流紋岩の岩片と軽石

を含む軽石凝灰岩からなる．

郡累層

　調査地域内には小路凝灰岩部層と東郷玄武岩部層が分

布しており，層厚は，大久の北で約200m，東郷で約700

mである．

　小路凝灰岩部層は，大久より北では時張山累層と構造

が不調和であり，さらに，大久では基底部に下位の時張

山累層由来の礫種からなる不淘汰な角礫岩を挟在するこ

とから，下位層とは不整合関係にあると判断される．

小路凝灰岩部層　本層は，大久～東郷に分布し，おもに

酸性の砂質凝灰岩・火山礫凝灰岩・凝灰角礫岩からな

り，砂岩・礫岩を挟む．大久の北では火山礫凝灰岩や凝

灰角礫岩が主に分布するのに対し，大久～東郷では砂質

凝灰岩や凝灰質シルト岩が主に分布する．

　砂質凝灰岩は，中粒～細粒で，部分的にクロスラミナ

や平行ラミナが発達し，まれに凝灰質シルト岩薄層や円

礫～亜円礫の中礫層を挟む．また，炭化木片や葉片を産

する．大久の南方では，下位の時張山累層に由来する安

山岩の巨礫を含んでいる．火山礫凝灰岩～凝灰角礫岩

は，おもに大久の北に広く分布し，安山岩や流紋岩の礫

を含む．礫の割合は少なく，一部に級化構造が認められ

る．

　砂岩は，粗粒・塊状で，径1cm程度の流紋岩や安山

岩の亜円礫を含み，まれに巨礫が含まれる．

　礫岩は，巨礫を含む円～亜円礫の不淘汰礫岩で，安山

岩・流紋岩・凝灰岩の礫からなり，礫の割合は非常に高

い．また，大久では，基底部に時張山累層由来の安山岩

からなる不淘汰角礫岩が観察される．
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　　　　！5

る．鏡下では，無斑晶質で微細な斜長石と単斜輝石から

なり，一部が変質して緑泥石化している．

　火砕岩は，玄武岩溶岩・安山岩溶岩の淘汰の悪い粗粒

の岩片からなる火山礫凝灰岩を主体とし，一部に砂質凝

灰岩を挟む．

大峰玄武岩

　本調査地域内では，卯敷と大久の北方および南方で，

下位層を不整合に覆って分布する．

　黒灰色～灰色を呈するカンラン石一単斜輝石玄武岩溶

岩であり，一部は著しく発泡している．また，卯敷の海

岸線では枕状溶岩の産状を呈する．鏡下では，斑晶とし

てカンラン石・斜長石・単斜輝石が認められ，斜長石は

自形～半自形，長軸約0．5mm程度である．カンラン石

は，自形で，一部イディングスサイト化している．また，

隠岐変成岩由来と考えられる融食形の石英のゼノクリス

トを含む．石基は，斜長石・単斜輝石・ガラスからなり，

填間状組織を示す．他に包有物として径0．5mm程度の

楕円形のガラスが認められる．

　この玄武岩溶岩には，カンラン石や輝石などが密集す

る塩基性～超塩基性のゼノリスが含まれる．

鯛67

貫　入　岩　類

クく7

魅も
“

第4図 柱状図ルート

数字は第5図柱状図の番号に対応

東郷玄武岩部属　東郷～飯田の北に分布し，小路凝灰岩

部層とは同時異相をなしている．玄武岩溶岩と同質火砕

岩，少量の安山岩溶岩からなる．

　玄武岩溶岩は，黒灰色～灰色を呈する粗粒～細粒のカ

ンラン石・単斜輝石玄武岩で，鏡下では斑晶としてカン

ラン石・単斜輝石・斜長石が認められる．カンラン石

は，変質して蛇紋石やイディングス石に置換されてい

る．単斜輝石は自形で，0．5mm程度である．斜長石は，

自形～半自形で，長軸0．8mm程度である．石基は間粒

状で，自形の斜長石の間を単斜輝石や不透明鉱物などが

埋めている．

　安山岩溶岩は，暗緑色～灰色，塊状で非常に緻密であ

　貫入岩類は，安山岩・ヒン岩・デイサイト・流紋岩・

新期花崗岩・トラカイト・玄武岩である．これらの貫入

岩類のうち，トラカイトと玄武岩を除く貫入岩類は，基

盤岩と時張山累層を境する断層にほぼ平行または直交

し，断層を切って貫入するものが多い．新期花崗岩は流

紋岩岩脈を切っている．

　トラカイト・玄武岩の岩脈はいずれも時張山累層およ

び郡累層を貫き，基盤との境界付近および境界からやや

離れた位置に岩脈あるいは岩株状に貫入している．

　時張山累層と基盤岩との境界付近では，岩体の走向は

両者の境界に直交ないしは平行していることが多い．ま

た，卯敷南方に東西に伸びる断層に沿って流紋岩が貫入

している．

地　質　構　造

　本地域にはNNE－SSW～NE－SW系の断層と，これに

直交～斜交するNW－SE～WNW－ESE系の断層が発達し

（図6），時張山累層の大部分と郡累層の一部は，これら

の断層に規制され，ブロック化している．また，東郷北

方では，郡累層との境界付近の基盤中に破砕帯が認めら

れ，ここでは郡累層が直接基盤と断層で接している．

　本調査地域内の時張山累層・郡累層の一般的な走向・

傾斜は，卯敷～東郷にかけての地域では走向N－S～NE

－SW，傾斜20～50。Eである．卯敷～布施にかけては，



凡　　例

難 礫岩

鑛 砂岩

▼▼■
ﾂ　▼

}　▼　り
玄武岩質溶岩

▲　4　▲
｣　ム

�　　　ム

安山岩質溶岩

A心ム
^　ム

�　ム　ム
流紋岩質溶岩

訟診：1凸・込

流紋岩質火砕岩
書証マr，マ

デイサイト質火砕岩

顕》淋
P焼入・ 安山岩質火砕岩
’d軸ゼず・♪，占δゆ，」、　、

凝灰角礫岩

）、ルい♪
Aしト竃一‘－，ぐノ’、

m，、’｛，、

凝灰岩

→　十 古闘花嶺岩

集 片麻岩

一f

：、Σ．」

’、∂．1

、

r、、へ、’

、一、　＿

f 一rの〔マf
●　　●

f

　や￥い、
2

1

』
2

翠
蓋
零
、　、悔－　q』

、　置　一

3

マ

▼　マ

ママ　▼

ｿ　▼

ママ　▼
}　マー　　　一

f

、
、
の

4
㌔
し

●
●
、

1
、
、
，

◎
燭
P

f

4
f

一　f

5

巌f
　　　　　　　f

4

’
，
一
ダ

；
、
、

’
、
ノ
’

、
’

溜
全

“
（
（
（

　
　
　
’

▲▲あ

　　ム

L」一」」　f

5

f圏．f

’ 、

、

f 一一．�^

f

f　ロー一f

　7

　一一一f
　、A、ムて

f

↑

＿＿’

一

f

…・・ s整合．

一イ’　断層．

6

f

▲　▲　▲

▲　▲▲

ム
＝、

暫’
、

、
＾
一

、
、

7f＼f

▲

、ε、こ▲二

八逃こ

、ム’ざ1

、∫、’b：

ム　▲　ム

　ム
　▲　▲

　ム
　▲　▲

　ヘム

、

｝ム、囑・▲：

、、　軸一
’マぐq：

、▲♪一勾

一一
＼

ム、ム　▲

　・，■、マ、

、サ、、マニ

　～一f
　　　　＼
　9　　f

　よ　ムむ

f
．

■ノ　，幅、’、

▲　A
▲▲ム
▲　▲

▲　ム▲

ンA、ム～

　▲ム

亀　ヘム

へ～

`一
W

▲　▲　▲

㌧

、　　　、略　　ヘ

ミ▲’ C▲こ

讐
さ｝）
t’△“

、も、7　・

轟でい
》、ト、

▲　▲ム

ム、
ノポ

、
』

ム　ム▲

㌧A幸、：

▲　』』

“　も▲

ム▲あ

ム▲亀

▲　▲　L

8ゆ宅●・2

羨亀‘モ≡

曽こ’黙

㌧q、’「o臨

，o！o・、

￥o
ｱ全・ニ

ンー’o●、

9，「・1
・o覧隻二◎

羅

‘、、ノ’もヘ

ノニ’、へ
；、、’し；’

，噺’、’、

▲▲ム
ム　ム

ムムム
と　ム

　亀　L
ムム

￥♪企ソ

↓￥▲、
，、ム続

、・、‘・、

ﾗ
’、　　曝

▲Aム
、、レ、，、

へ紳ノ
ぐ、、’全’

吐・）1裟

r、伊￥げ

ム▲▲
ム　▲

▲▲ム
ム　あ

ムムム
㌢し∫ぐ

し、ン重づ

。●

R14
、　～亀、 ㍉

、
▲

、、
．

500m

　　　　　・鼻λoこ

、マ　、　、

　　　　　マ㌧ヤ，…5　f　　ご、o・く

　　　＼10
　　　　fマ・f
　　　　　　～
　　　　　11

ぐず・ワ、

ぐ￥▼」

又（ワ

＼）Σ

ワ　、く7

▲　▲　へ

▲　▲も

0

▲4　一

ムA

12　　f

　　　　　　　　　f
q“口、

　　　　　　　　　？

／＿　f
～　一

13

㌧ムソ心’

と猷、こ

一一
15

1－f

￥　、　，一
o　　◎　、

煤A、 @　も
Aミこ’く上鮎ザ

’、
P　◎￥’

1 　　’}，ε　、

～
　
　
『 ＼￥1　、

A▽　▽，
1 ’　　1、　￥

ノ
　
　
一 ’、℃【’

f▽・》，
1、

@マ￥，、、　1　、

｝

、　　　　　　　＿

P▲覧～ム’

　、f　、L　　、　、
く▲・ぐ　　’、▲￥▲、

1のムニ＝
も、’、v、　一　　、

、マr▽、
、　　、、
P　、、　㌧　、，¶》　、マ‘～

、’、　r」一

　　’　、dへ▽い　、〆　　　ノ‘

、▽　、ワ、
　￥■　、　　　￥

一　　　　　、

pマ、マ～　」1　　、

v　　）

15
f

第5図　ルート柱状図

一
〇
ひ

E
卦
柏
聡
謙
卑
・
＼
ナ
瞬
　
　
嚇
蹴
温
・
斗
叫
」
い

》



隠岐島後東部に分布する時張山累層および郡累層の層序と構造

　　　　　　　σ　　　o　　《ク　し
　　　　　　　　・　　　　9．，9　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　布施・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　く）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　40　醗越崎
　　　　　　　　　　　　　　　　『陵50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、／♂。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　ダ1蔵r一　・・鱒ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　”・目　　　　‘噸　　　　タ。…　　　　　・　　　翼

”一……　一● @　　　　　　　翼ll　、　　　・l　u

一一一一一，…．．
f層．　　　欝＼〉＼ズ薦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫、．．　　　　　溢瓢、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　し　　　　　　　　　　は翼翼ロは

ヤ』魏麟綱●纂㌧飛1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　添ノ　　☆4．

　　　　　　　　　　　　　　　　兇　　　　倶，1〆
　　　　　　　　　　　　　　　　G　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　㌧・　　　　　　　　rク

　　　　　　　￥黛－．＼　／擁　．

　　　　　．〆オ☆△

　　　　　　　　　　　　　　　　　　￥
　　　　　　東郷　　　　　　　　　　　￥

　　　　　　　　　　　　　　　避㌦／◎0

　　　　　．地層の境界．ぺ＼li…廊野饗鷲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　　　　　　　　瀦ノ1～　　ジ肩　　㎎　．

　　　　　　　　　薯，竃　ク

ζ

　　　　20　　’＼
　　　ヂ1

　‘・3

　　1嚢。
！一・箕h翼翼●

　翼x翼翼

N

第6図 構造図

貫入岩類の凡例は地質図と同

107

1㎞



108 山本浩樹・小室　裕明・村上　　久

走向NNE－SSWの推定断層を境にして構造がより東西

走向・北傾斜となる．大久付近には，約70。Eもの急傾

斜帯が認められるので，ここは単斜構造（monocline）を

なしていると判断される．この単斜構造は，東郷から延

びる断層の延長線上にあり，大久北方で東西性の推定断

層によって切られている．

　一方，郡累層は，卯敷～大久北方では走向NNE－SSW

で傾斜40～500E，大久北方～東郷では走向N－S～NE－

SWで傾斜20～30。SEを示し，傾斜不整合で時張山累

層を覆っている．

考 察

　時張山累層の流紋岩溶岩や安山岩溶岩は一部自破砕し

ており，また，火砕岩類には成層している部分がみられ

ることから，水域での火山活動であったと考えられる．

郡累層の小路凝灰岩部層にも，クロスラミナが観察され

たり，礫岩や砂岩の薄層を挟在することから，堆積時に

水域が存在したものと思われる．小路凝灰岩部層から

は，台島型植物群や淡水棲貝化石（大久保，1981）が報告

されているので，時張山累層堆積時期に引き続いてまだ

陸水域であったとされる（山崎，1992）．ただし，時張山

累層にくらべると，小路凝灰岩部層にはクロスラミナが

観察されるなどの点から，流水の影響がより強かったと

推定される．

　本地域の時張山累層は，走向N－S～NE－SWの断層に

よってブロック化されており，基盤岩とも同系統の断層

によって接している．中央部には断層の延長上に単斜構

造がみられるので，この単斜構造も深部の基盤が断層に

よって落ち込んでいるものと推定される．貫入岩類は，

こうした断層に沿って，あるいはその近傍や延長上に分

布するので，これらの断層系に沿って貫入したものであ

ろう．このように，断層によってブロック化され変形を

受けているのは，他地域の時張山累層～郡累層にはみら

れない本地域の特徴である．

　単斜構造の東側に分布する郡累層（小路凝灰岩部層）

は，単斜構造の影響を受けずに時張山累層を不整合に覆

う．したがって，NE－SW走向の断層・単斜構造の形成

は，時張山累層堆積後～郡累層堆積前にその主要なステ

ージがあったものと考えられる．しかし，単斜構造の南

方延長は郡累層と基盤を直接境する断層につながる．こ

のことは，断層の一部が郡累層堆積後も引き続いて活動

したことを意味する．また，郡累層は，不整合に時張山

累層を覆うが，その分布と走向はNE－SW走向の断層

・単斜構造と調和的であるので，これらの断層活動によ

って規制された堆積盆地に郡累層が堆積した可能性があ

る．

　なお，これらを胴切りにするNW－SE～WNW－ESEの

断層は郡累層まで切っており，郡累層堆積後の新期の断

層である．
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